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福島の汚染土壌減容化には土壌中の粘土鉱物に固定された放射性 Cs 除去が必要不可欠である。

我々はCs収着力が高い風化黒雲母(WB)からCsを除去する方法として混合塩(NaCl－CaCl2)を添加

して熱処理する方法を推進している。最近、混合塩を添加して 700℃で加熱することにより 100 %

の Csを除去するとともに Cs除去後に 4種類の結晶、普通輝石((Ca,Mg,Fe,Al)2(Si,Al)2O6)、和田石

((Ca,Mg)6(Al, Fe)4(Si,Al)O4)3O4Cl3)、赤鉄鉱(Fe2O3)、方解石(CaCO3)が創成可能であることを明らか

にした[1]。本研究においては再生利用促進へむけて、溶融塩電気化学法を用いた電解によるさら

なる分離・回収の可能性について探索する。 

分離・回収には溶融塩電気化学法を用いた。溶融塩電気化学ではWB含有溶融塩（NaCl－CaCl2）

を用いて 700 ℃加熱中に電解走査を行う。- 2.2 Vから+ 0.5 Vの範囲で CV測定を行い、2対の酸

化還元ピークを確認した。今回は-1.4V / 700 ℃の還元電位により 2時間反応させた。その後、溶

融塩電気化学前後のXAFSによるFe局所構造解析を行うことにより、電解効果について検討した。 

Fig.1に Fe K-edge XAFSスペクトルについての EXAFS解析結果を示す。Feについての局所構

造解析から、溶融塩電気化学法による

-1.4V 還元電位により、Fe は 3 価から 2

価へ変化することを確認した。Feを 2価

へ還元出来れば赤鉄鉱の生成を抑制でき

る可能性があり、溶融塩電気化学法を用

いた電解による分離・回収へむけた可能

性を示せた。今後異なる電位反応による

生成物の変化について検討する。 
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Fig. 1 Fe K-edge XAFS spectra for Cs-sorbed samples. 

Corresponding radial structure functions (RSFs) under 

normal (black), heated by 700℃(red) and -1.4V at 

700℃ (blue) applied electrochemical potential.  

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)19a-P1-10 

© 2018年 応用物理学会 01-128 1.4


